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研究結果要約

本研究では、魚肉の主要アレルゲンであるパルブアルブミン（PA）のアレルゲン性におよぼすメイラ

ード反応の影響について、消化・吸収性の視点から調査した。まず、対象魚種としてシロザケを用い、

その筋肉から粗精製 PA、およびそれをグルコースとメイラード反応させた PA-G を調製した。そして、

これらをマウスに体重 1 kg あたり 69 mg 経口投与した後、経時的に尾部静脈から採血、あるいは投与

から 15 分または 60 分後に開腹して肝門脈から採血し、PA と PA-G の濃度を比較した。その結果、PA

投与群では投与 15 分後に痕跡量から 236.25 ng/ml の範囲（n=10）で PA が検出されたが、その後は検

出量が大きく低下した。一方、PA-G 投与群では、投与 15 分後には PA-G が痕跡量程度しか検出され

ず、その後 60 分まで観察したが PA-G 濃度の増加は見られなかった。なお、試料投与後 15 分の時点で

は、どちらの PA 投与マウスにおいても腸内に一定量の PA が観察されたが、肝門脈血中では、投与後

の経過時間に依らず、いずれの PA 試料でも痕跡量程度しか検出されなかった。以上の結果は、グルコ

ースとのメイラード反応が PA の腸管吸収性を損なう事を示唆している。さらに、PA が肝門脈に依存し

ない経路で末梢血まで移行した可能性も示唆された
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